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日
頃
は
、
須
知
高
校
同
窓
会
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
須
知
高
等
学
校
は
、
全
国

的
な
状
況
で
す
が
地
域
の
少
子
化

に
よ
り
生
徒
数
が
減
少
し
て
お
り

学
校
運
営
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
、
京
丹
波
町
唯
一
の
府
立
高
校

で
あ
る
本
校
と
、
京
丹
波
町
が
一

体
と
な
り
、
須
知
高
校
の
魅
力
化

に
向
け
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
全

国
規
模
で
生
徒
募
集
の
実
績
を
挙

げ
て
い
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企

業
の
助
言
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

勉
強
会
の
お
話
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
須
知
高
校
の
生
徒
数
の
増

加
に
一
層
の
努
力
を
注
い
で
将
来

の
方
向
性
を
築
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

本
校
は
京
都
府
農
牧
学
校
開
校

以
来
150
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
150
年
の
伝
統
を
継
承
し
、

今
ま
で
以
上
の
活
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰

で
、学
業
は
も
と
よ
り
、ホ
ッ
ケ
ー

部
や
野
球
部
等
の
部
活
動
で
生
徒

が
活
き
活
き
と
頑
張
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
進
路
で
も
難
関
大
学
に

進
学
し
た
り
、
就
職
に
お
い
て
も

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
日

本
菊
花
全
国
大
会
で
全
国
一
位
と

な
り
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
挨
拶

同
窓
会
長
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同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
は
、
本
校
の
教
育
活
動
の
推
進
に
格
別

な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
本
校
は
、
京
丹
波
町
唯
一
の
府
立
高
校

と
し
て
、
町
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
魅
力
化
や
活
性
化
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
昨
年
９
月
よ
り
、
京
丹
波
町
と
本
校

の
主
催
に
よ
る
「
京
丹
波
町
と
須
知
高
校
の
魅

力
化
に
向
け
た
勉
強
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

勉
強
会
に
は
、
畠
中
町
長
様
を
は
じ
め
、
町
の

理
事
者
や
関
係
部
署
の
幹
部
の
皆
様
、
町
内
の

教
育
関
係
者
、
そ
し
て
本
校
関
係
者
な
ど
総
勢

約
30
名
の
皆
様
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、「
京
丹

波
町
の
ま
ち
づ
く
り
と
人
づ
く
り
」、「
須
知
高

校
の
魅
力
と
役
割
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
な
ど
、
今
年
９
月
ま
で

に
計
６
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会

で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

も
と
に
「
須
知
高
校
の
魅
力
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
校
で
の
教
育
活
動
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
本
校
が
目
指
す
教
育

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
関
係
者
の
皆
様
と
と

も
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

を
示
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
京
丹

波
町
か
ら
寮
の
設
置
や
生
徒
募
集
活
動
に
係
わ

る
ご
支
援
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
校
で
は

令
和
２
年
度
の
入
学
者
選
抜
か
ら
、
ホ
ッ
ケ
ー

部
を
対
象
と
し
た
全
国
部
活
動
特
別
選
抜
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
府
県
か
ら
の
生
徒
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
寮
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
全
国
選

抜
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
当
初
５
年
間
は
、
地
域

の
方
の
ご
協
力
の
も
と
、
下
宿
に
よ
り
対
応
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
下
宿
先
の
安
定

し
た
確
保
は
難
し
く
、
全
国
選
抜
制
度
を
活
か

し
た
生
徒
募
集
活
動
の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
京
丹
波
町
か

ら
は
寮
の
設
置
や
運
営
、
全
国
選
抜
に
係
わ
る

生
徒
募
集
活
動
に
お
い
て
も
、
本
校
ホ
ッ
ケ
ー

部
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
須

知
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
京

丹
波
町
内
の
中
学
生
へ
の
本
校
の
特
色
や
魅
力

発
信
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
京
丹
波
町
と
須
知
高
校
が
一
体
と
な

り
、
京
都
府
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

本
校
の
魅
力
化
や
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
、

京
丹
波
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
貢
献

す
る
と
い
っ
た
本
校
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

つ
な
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
他
の
府
立
高
校
に
は
見
ら
れ
な
い
、
地

域
や
企
業
の
皆
様
と
の
連
携
や
協
働
に
よ
る
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
生
徒
の

夢
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り
質
の
高
い
教
育
活

動
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も

本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
校
の
歴

史
は
明
治
９
年
（
１
８
７
６
年
）
に
京
都
府
が

米
国
か
ら
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
オ
ー
ス
チ
ン
・
ウ
イ
ー

ド
先
生
を
招
き
設
立
し
た
京
都
府
農
牧
学
校
に

始
ま
り
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
地
に
は
、
船
井
郡
立
実
業
学
校
、

京
都
府
立
須
知
農
学
校
、
京
都
府
立
須
知
農
林

学
校
、
京
都
府
立
須
知
農
業
高
等
学
校
を
経
て
、

昭
和
23
年
11
月
１
日
に
現
在
の
「
京
都
府
立
須
知

高
等
学
校
」
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
に
は
京
都
府
農
牧
学
校
か
ら
数

え
て
設
立
150
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
、
本
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
資

す
る
記
念
事
業
を
学
校
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
京

丹
波
町
と
共
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
同
窓
会
員
の
皆
様
に
も
、
こ
の
趣
旨
に
御
賛

同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
令
和
８
年
度
入
学
生
よ
り
、

教
育
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
編
成
し
ま
し
た
。
普
通
科
で
は
、
生
徒
の

多
様
な
進
路
希
望
に
応
じ
た
コ
ー
ス
の
見
直
し

を
行
い
、
国
公
立
や
難
関
私
立
大
学
へ
の
対
応

を
さ
ら
に
強
化
し
た
少
人
数
講
座
の
設
置
や
探

究
学
習
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

食
品
科
学
科
で
は
、「
チ
ー
ズ
学
」「
ジ
ビ
エ
学
」

「
伝
統
野
菜
」
な
ど
、
本
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ

る
科
目
を
新
設
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
農
教

育
の
深
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
と
し
て
、

本
校
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
格
別
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

進
路
指
導
部
だ
よ
り

進
路
指
導
部
長

辻　

垣　
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近
年
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
目
ま
ぐ
る

し
く
進
化
を
遂
げ
、
社
会
の
急
速

な
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
環
境
変
化

の
中
、
求
め
ら
れ
る
能
力
が
変
化

し
て
い
ま
す
。
10
年
前
の
第
一
位

は
、「
注
意
深
さ
や
ミ
ス
が
な
い
こ

と
」で
し
た
が
、25
年
後（
２
０
５
０

年
）
に
は
「
問
題
発
見
力
」
に
と
っ

て
代
わ
っ
て
い
ま
す
（
経
産
省
「
未

来
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令
和
４
年
５

月
よ
り
））。

　

本
校
に
お
い
て
は
、「
問
題
発
見

力
」
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
総

合
的
な
探
究
の
時
間
で
自
ら
の
課

題
を
設
定
し
、
情
報
収
集
・
整
理
・

分
析
を
し
て
解
決
し
て
い
く
探
究

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

う
し
た
探
究
の
授
業
で
何
を
し
た

か
が
問
わ
れ
る
受
験
も
増
え
て
い

ま
す
。
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦

型
選
抜
（
以
下
、
早
期
入
試
）
が

そ
れ
で
す
。
な
ん
と
こ
の
両
入
試

制
度
を
採
用
す
る
大
学
は
全
国
で

51
・
８
％
も
あ
り
ま
す
（
文
部
科

学
省
「
国
公
私
立
大
学
入
学
者
選

抜
実
施
状
況
」令
和
６
年
度
よ
り
）。

約
半
分
の
大
学
で
教
科
以
外
の
能

力
を
評
価
す
る
時
代
に
突
入
し
て

い
る
の
で
す
。
本
校
で
も
同
様
で
、

年
々
こ
の
入
試
制
度
を
使
っ
て
受

験
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
従
来
の
教
科
指
導

に
加
え
て
、
早
期
入
試
に
対
応
し

た
指
導
体
制
も
整
え
て
い
ま
す
。

生
徒
１
人
に
対
し
て
教
員
を
３
名

以
上
つ
け
る
「
複
数
指
導
体
制
」

が
そ
れ
で
す
。
志
望
理
由
書
・
学

び
の
計
画
書
・
活
動
実
績
書
・
小

論
文
・
面
接
等
々
、
様
々
な
受
験

準
備
が
求
め
ら
れ
、
教
員
も
指
導

に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
国

公
立
大
学
や
難
関
私
大
の
早
期
入

試
に
挑
戦
す
る
場
合
、
合
格
す
る

に
は
次
の
よ
う
な
適
性
が
生
徒
に

あ
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
る
よ
う

で
す
。
①
自
身
の
意
思
の
強
さ
が

あ
る
。
②
ツ
ッ
コ
ミ
に
負
け
な
い

タ
フ
さ
が
あ
る
。
③
計
画
性
が
あ

る
。
④
貪
欲
に
学
ぶ
姿
勢
が
あ
る
。

⑤
志
望
理
由
書
や
小
論
文
・
面
接

対
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
強
み
に
な
る
資
格
や
自
ら
取
り

組
ん
だ
活
動
経
験
が
あ
る
（「
令

和
７
年
度
京
都
府
立
高
等
学
校
進

路
指
導
研
究
協
議
会
」
資
料
よ

り
）。
生
徒
達
は
こ
れ
ら
の
受
験
対

策
に
注
力
し
て
し
ま
う
と
、
本
来

の
教
科
学
習
を
割
く
時
間
が
極
端

に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し

た
課
題
感
は
全
国
ど
こ
の
高
校
も

持
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
就
職
情
報
で
す
が
、
10

月
29
日
現
在
、
１
、０
７
５
件
の
求

人
が
来
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

指
定
校
求
人
は
64
件
も
あ
り
ま
す
。

選
り
取
り
見
取
り
で
、
大
変
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
求

人
票
を
持
っ
て
来
校
さ
れ
る
事
業

所
の
お
話
を
伺
う
と
、
ど
こ
も
人

手
不
足
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
本
校
で
は
、
就
職

希
望
者
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
年

14
回
も
実
施
し
、
就
職
へ
の
心
構

え
、
面
接
練
習
、
求
人
票
の
見
方

な
ど
就
職
試
験
へ
の
準
備
、
内
定

後
の
動
き
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
履
歴
書
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
趣
味
・
娯
楽
欄
が
消
え
、

志
望
理
由
書
の
欄
に
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
の
記
入
が
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
校
生
活
で
自
分
自
身
を

し
っ
か
り
見
つ
め
直
し
、
長
所
を

ど
の
よ
う
に
社
会
に
出
て
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
培
っ
た
強

み
を
う
ま
く
表
現
し
な
い
と
い
け

な
い
の
で
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
の
３
年
生
の

進
路
希
望
先
を
紹
介
し
ま
す
。
大

学
23
名
、
短
大
１
名
、
専
門
学
校

16
名
、
就
職
（
公
務
員
含
む
）
13

名
で
す
。
こ
こ
４
年
間
の
平
均
値

を
み
る
と
、
大
学
希
望
者
が
約

35
％
、
短
大
希
望
者
が
５
％
、
専

門
学
校
希
望
者
が
32
％
、
就
職
希

望
者
が
27
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

進
学
：
就
職
は
、
お
よ
そ
７
：
３

で
す
。

１
、
第
74
回
平
和
祭
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

　
　
　
男
子
Ｅ
級
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
・
女
子
Ｅ
級
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

２
、
令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　
　
　
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
出
場　

３
、
令
和
７
年
度
ユ
ー
ス
（
ア
ン
ダ
ー
18
）

　
　
　
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
と
し
て
１
名
の
生
徒
が
選
出

　
　
　
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
優
勝
・
日
韓
交
流
事
業
全
勝

４
、
第
76
回
京
都
府
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会

      　
意
見
発
表
…
分
野
Ⅰ
類 

最
優
秀
・
分
野
Ⅱ
類 

最
優
秀

      　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
…
分
野
Ⅰ
類 

優
秀
・
分
野
Ⅱ
類 

優
秀　
　

      　
農
業
情
報
処
理
競
技
会
…
優
秀　
　
乳
牛
審
査
講
習
会
…
優
秀

　
５
、
第
９
回
高
校
生
東
南
ア
ジ
ア
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
…
学
校
奨
励
賞

６
、
第
25
回
全
国
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
…
銀
賞
・
奨
励
賞

７
、
令
和
７
年
度
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト　

　
　
　
丹
波
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

８
、
第
19
回
京
都
丹
波
美
術
工
芸
教
育
展　

　
　
　
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
京
都
新
聞
社
賞

　
９
、
第
73
回
近
畿
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会

　
　
　
意
見
発
表
…
分
野
Ⅱ
類　
最
優
秀

10
、
第
76
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

      　
意
見
発
表
…
分
野
Ⅱ
類 

出
場　
農
業
鑑
定
競
技
会 

出
場　

11
、
第
42
回
日
本
菊
花
全
国
大
会

　
　
　
三
本
仕
立
12
鉢
花
壇
の
部　
高
松
宮
妃
記
念
杯
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
連
覇

　
　
　
福
助
花
壇
の
部　
徳
島
県
知
事
賞　
他　
多
数
受
賞

令
和
７
年
度　

部
活
動
等
の
主
な
結
果

京
都
生
活
協
同
組
合
前
理
事
長

京
都
生
活
協
同
組
合
前
理
事
長

畑　
　
　

忠　

男

畑　
　
　

忠　

男
氏氏

良
き
仲
間
、
良
き
人
た
ち
に
恵
ま
れ
て

良
き
仲
間
、
良
き
人
た
ち
に
恵
ま
れ
て

～
『
頼
も
し
き
隣
人
た
ら
ん
』
・
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
～

～
『
頼
も
し
き
隣
人
た
ら
ん
』
・
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
～

講 師

開校記念日開校記念日
講演会講演会

　

11
月
４
日
、
開
校
記
念
日
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

は
、本
校
を
昭
和
55
年（
１
９
８
０

年
）
に
御
卒
業
さ
れ
た
京
都
生
活

協
同
組
合
前
理
事
長　

畑
忠
男
様

を
お
迎
え
し
、「
良
き
仲
間
、
良

き
人
た
ち
に
恵
ま
れ
て
～
『
頼
も

し
き
隣
人
た
ら
ん
』・
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
～
」　

と

い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

畑
様
は
高
校
時
代
、
サ
ッ
カ
ー

部
に
所
属
し
、
厳
し
い
練
習
を
通

じ
て
体
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
培

い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
大
学
生

活
や
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
大

き
な
支
え
と
な
り
、「
努
力
の
積

み
重
ね
が
力
に
な
る
」
と
い
う
学

（
全
国
大
会
等
は
太
字
で
表
記
）

び
に
つ
な
が
っ
た
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
京
都
生
活
協
同

組
合
に
入
社
。
生
協
は
「
頼
も
し

き
隣
人
た
ら
ん
」「
よ
り
よ
き
生

活
と
平
和
の
た
め
に
」
と
い
う
理

念
を
掲
げ
、
食
や
暮
ら
し
を
支
え

る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
宅

配
や
店
舗
だ
け
で
な
く
、
見
守
り

活
動
や
移
動
販
売
な
ど
、
地
域
に

寄
り
添
う
取
り
組
み
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
協
牛
乳
や
さ
く

ら
た
ま
ご
な
ど
、
安
全
で
信
頼
で

き
る
商
品
づ
く
り
に
も
力
を
入

れ
、
消
費
者
と
生
産
者
の
交
流
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

畑
様
は
「
商
品
を
届
け
る
だ
け

で
な
く
、人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
」

と
い
う
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ

て
き
た
と
話
さ
れ
、
障
害
者
雇
用

や
地
域
活
動
な
ど
、
社
会
に
貢
献

す
る
取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
社
会
に
出
る
と
、
す
べ
て
を
一

人
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
は
難
し

く
、
他
人
と
関
わ
ら
ず
に
生
き
る

こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
互
い
に
支
え
合
い
、
自

分
も
誰
か
の
支
え
と
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

分
自
身
が
成
長
し
続
け
る
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。『
頼
も
し
き
隣

人
た
ら
ん
』
み
な
さ
ん
が
そ
ん
な

存
在
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。」

　

畑
様
の
言
葉
に
は
、
未
来
を
担

う
高
校
生
へ
の
力
強
い
エ
ー
ル
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
昭
和

（
昭
和
5555
年
卒
）

年
卒
）

　

皆
様
の
ご
支
援
を
生
徒
も
教
職

員
も
一
丸
と
な
っ
て
感
謝
し
な
が

ら
、
元
気
に
他
校
に
な
い
一
体
的

な
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
の
で
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
校
の
一
層
の
活
力

を
実
践
し
、
須
知
高
校
の
更
な
る

輝
き
あ
る
発
展
に
ご
協
力
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
あ
ら

た
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

食
品
科
学
科
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
地
域
と
の
連
携
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

各
コ
ー
ス
の
取
組
で
す
が
、
乳
肉
加
工
コ
ー
ス
で
は
和
知
に
あ

る
長
老
酒
造
様
の
酒
粕
を
利
用
し
た
酒
粕
ア
イ
ス
の
開
発
・
製

造
に
取
組
み
、
商
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
株
式
会
社

丹
波
ワ
イ
ン
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
店
頭
販
売
を
実
現
し
ま
し

た
。
農
産
加
工
コ
ー
ス
で
は
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
芝
崎
先

生
、
京
丹
波
町
役
場
、
本
校
の
三
者
で
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
、

瑞
穂
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
小
豆
「
瑞
穂
大
納
言
」
を
用
い
た
加

工
品
の
製
造
、
販
売
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
生
物
活
用
コ
ー
ス

で
は
ウ
ィ
ー
ド
の
森
に
広
が
る
孟
宗
竹
を
利
用
し
た
メ
ン
マ
の

製
造
や
、
ク
ロ
モ
ジ
を
使
っ
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
ク
ラ
ブ
専
門
部
活
動
も
昨
年
に
引
き
続
き
一
層
、
充
実

し
て
き
て
お
り
、
お
菓
子
部
で
は
京
丹
波
町
で
開
催
さ
れ
た
全

国
モ
ン
ブ
ラ
ン
大
会
に
向
け
て
、
プ
ロ
か
ら
指
導
を
受
け
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
草
花
部
で
は
定
期
的
に
校
外
で
販

売
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
域
連
携
を
推
進
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
食
品
科
学
科
で
は
、
皆
様
の
時
代
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
の
精
神
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
須
知
高
校
食
品
科
学
科
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　　

食
品
科
学
科
園
芸
作
物
部
キ
ク
部
門
（
通
称
キ
ク
部
）
で
は

毎
年
、
大
菊
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
日
本
菊
花
全
国
大
会
を
は
じ

め
、地
域
の
菊
花
展
に
出
展
を
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
全
国
大
会
に
引
き
続
き
、「
三
本
立
12
鉢
花
壇
の
部
」

に
お
い
て
日
本
一
に
輝
き
、
大
会
の
総
合
審
査
１
位
で
あ
る
高

松
宮
妃
記
念
杯
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

と
し
て
臨
ん
だ
今
年
、
夏
の
暑
さ
や
10
月
の
急
な
冷
え
込
み
に

苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
が
放
課
後
に
真
剣
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
審
査
日
に
満
開
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
会
場
へ
の
展
示
や
町
民
大

学
で
菊
の
栽
培
講
座
を
開
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
よ
り
続
く
文
化
を
守
り
、
ま
た
京
丹
波
町
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

食品科学科の食品科学科の
取組紹介取組紹介

日本菊花全国大会日本菊花全国大会
２連覇２連覇

▲銀杏並木

▲防災訓練

▶
日
本
菊
花
全
国
大
会

　

表
彰
式
の
様
子

高松宮妃記念
杯を獲得した
菊と生徒▶球技大会▶
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須
知
高
校 

先
輩
か
ら

　

須
知
高
校
で
の
３
年
間
は
現
在

も
夢
に
向
か
っ
て
励
む
た
め
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

高
校
生
活
に
お
い
て
部
活
動
と
勉

強
の
両
立
に
最
も
力
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。

　

苦
し
い
こ
と
や
悩
む
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分

本
当
に
濃
い
時
間
だ
っ
た
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
か
け

が
え
の
な
い
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
厳
し
い
練
習
も
声

を
掛
け
合
い
、
悔
し
さ
も
嬉
し
さ

も
共
有
し
支
え
あ
っ
た
部
活
動
の

仲
間
や
、
と
も
に
勉
強
に
励
ん
だ

　

３
年
間
の
須
知
高
校
で
の
学
生

生
活
で
は
、
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
、
学
び
を
重
ね
る
中
で
心
身
と

も
に
大
き
く
成
長
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

私
が
入
学
し
た
当
時
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
大
き
く
、

思
う
よ
う
に
登
校
で
き
ず
、
先
生

や
友
達
と
も
会
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
不
安
な
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
学
校
に
登
校
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
勉
強

に
つ
い
て
い
け
る
の
か
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
先
生
方
が
工
夫
を

　

私
は
須
知
高
校
に
入
学
す
る
前

か
ら
、
立
命
館
大
学
で
ホ
ッ
ケ
ー

し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
目
標
を
持
ち
な

が
ら
過
ご
す
３
年
間
は
、
非
常
に

濃
く
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
勉
強
が
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
評
定

平
均
が
あ
る
基
準
に
到
達
し
な
い

と
、
志
望
大
学
に
は
合
格
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

テ
ス
ト
期
間
に
な
る
と
必
死
に
勉

強
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
時
に
は

嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

後
悔
だ
け
は
し
た
く
な
い
、
と
い

う
思
い
だ
け
を
も
っ
て
頑
張
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

友
人
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
そ
し
て
家
族
と
い
う
私
に

か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

人
の
お
か
げ
で
す
。

　

現
在
、
私
は
京
都
府
立
医
科
大

学
で
看
護
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
治
療
や
ケ
ア
を
望
む

の
か
な
ど
、
個
人
の
生
き
方
に
寄

り
添
っ
た
看
護
を
考
え
る
上
で
、

難
し
い
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も

多
く
、
知
識
だ
け
で
な
く
人
と
の

関
わ
り
方
や
思
い
や
り
の
大
切
さ

を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

　

須
知
高
校
は
少
人
数
で
す
が
、

凝
ら
し
て
授
業
を
楽
し
く
、
わ
か

り
や
す
く
進
め
て
く
だ
さ
り
、
少

人
数
制
の
須
知
高
校
な
ら
で
は
の

貴
重
な
体
験
や
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
意
欲
的

に
学
び
、
挑
戦
で
き
て
い
る
の
は

当
時
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
須
知
高
校

を
卒
業
し
た
日
、「
こ
の
高
校
を
選

ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
、
京
都
産
業
大
学
の

文
化
学
部
京
都
文
化
学
科
観
光
文

化
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
授

　

私
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
ホ
ッ

ケ
ー
を
し
て
い
ま
す
が
、
須
知
高

校
で
も
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
入
部
し
、

３
年
と
い
う
期
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
高
校
生
活
は
ホ
ッ
ケ
ー
し
か

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

感
じ
る
ぐ
ら
い
部
活
動
に
全
て
を

注
い
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
３
年

間
を
振
り
返
っ
て
、
須
知
高
校
に

入
学
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
ホ
ッ
ケ
ー

部
は
人
数
が
少
な
く
、
試
合
の
時

は
助
っ
人
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
少
人
数
で
の
練
習
は
行

う
メ
ニ
ュ
ー
も
限
ら
れ
る
た
め
、

満
足
い
く
練
習
を
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
上

そ
の
分
一
人
一
人
の
役
割
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
仲
間
と
協
力
し
て

ク
ラ
ス
を
つ
く
る
こ
と
で
絆
が
深

ま
り
、
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て

輝
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
先

生
方
と
の
距
離
も
近
く
、
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
高
校
生
の

皆
さ
ん
、
今
過
ご
し
て
い
る
日
々

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
苦
し

い
こ
と
も
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
自

分
を
強
く
し
、
今
後
の
人
生
を
支

え
て
く
れ
る
糧
と
な
る
は
ず
で
す
。

「
目
標
に
手
が
届
き
そ
う
な
ら
さ
ら

に
上
へ
、
そ
の
上
へ
」

　

担
任
の
先
生
に
い
た
だ
い
た
言

葉
で
今
で
も
大
切
に
し
て
い
る
言

葉
で
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
ペ
ー

ス
で
一
歩
ず
つ
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
高
校
生
活
が
か
け
が
え

の
な
い
素
敵
な
時
間
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

業
で
は
観
光
に
つ
い
て
の
歴
史
や

現
状
、
課
題
な
ど
多
角
的
に
学
び
、

ゼ
ミ
の
活
動
で
は
実
際
の
観
光
地

を
訪
れ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１・
２
回
生
の
時
は
ほ
ぼ
毎
日
朝
か

ら
晩
ま
で
授
業
が
あ
り
と
て
も
大

変
で
し
た
が
、
今
は
週
に
２
回
の

登
校
で
、
残
り
の
時
間
を
趣
味
や

就
職
活
動
、
自
分
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る
時
間
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
皆
さ
ん
、
将
来
や
り

た
い
こ
と
を
聞
か
れ
て
、
何
も
答

え
ら
れ
ず
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ

ん
か
。
私
も
そ
の
答
え
を
見
つ
け

ら
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
数
週
間
前

の
こ
と
で
す
。
将
来
が
見
え
な
い

不
安
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
焦
ら
ず
に
「
今
、
本
気
に
な

れ
る
こ
と
」「
好
き
な
こ
と
」
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
経
験
は
、
き
っ
と
将
来
の
自

分
を
支
え
る
力
に
な
り
ま
す
。

手
く
な
る
た
め
に
自
分
な
り
に
練

習
の
中
で
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。

時
に
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
度
も
投
げ
や

り
に
な
る
こ
と
な
く
、
目
標
の
た

め
に
行
動
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
立
命
館
大
学
で
ホ
ッ

ケ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、

高
校
生
の
時
に
成
し
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
日
本
一
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
１
年
生
の
頃
か
ら

ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
「
サ

ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
選
出
さ
れ
、

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
な
ど
様
々
な
国
際

大
会
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

須
知
高
校
は
少
人
数
な
学
校
で

は
あ
り
ま
す
が
、
目
標
を
持
っ
て

日
々
頑
張
れ
ば
必
ず
良
い
方
向
に

風
が
向
き
、
夢
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
高
校
３
年

間
を
ど
う
過
ご
す
か
は
、
自
分
次

第
で
す
。
よ
り
多
く
の
行
動
を
起

こ
し
、
有
意
義
な
高
校
生
活
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
３
年
間
を
振
り
返
っ
て

高
校
３
年
間
を
振
り
返
っ
て

後
輩
の
皆
さ
ん
へ

後
輩
の
皆
さ
ん
へ

須
知
高
校
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て

須
知
高
校
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て

令
和
５
年
卒

令
和
６
年
卒

令
和
５
年
卒

竹
内
結
香

樋
口
雄
翔

山
下
愛
佳

　

総
合
的
な
探
究
の
時
間
は
、
平
成
30

年
の
学
習
指
導
要
領
で
改
訂
さ
れ
、
全
国

一
律
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

変
化
の
激
し
い
次
代
の
人
材
を
育
て
る

た
め
に
作
ら
れ
た
最
新
の
授
業
で
す
。

　

本
校
普
通
科
で
は
、
１
年
生
が
週
１

時
間
、
２
年
生
は
週
２
時
間
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
担
当
す
る
教
師
で
す
が
、

１
年
生
は
各
ク
ラ
ス
に
３
人
ず
つ
、
２

年
生
で
は
４
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
個
別
最
適
な
学
び
に
対
応
さ
せ
る

た
め
に
年
々
増
員
さ
れ
て
い
ま
す
。
教

科
の
授
業
で
は
、
教
師
が
生
徒
に
対
し

て
教
え
導
く
方
式
を
と
り
ま
す
が
、
探

究
の
時
間
で
は
生
徒
達
が
自
ら
の
興
味

関
心
に
基
づ
い
て
課
題
を
設
定
し
、
解

決
に
向
け
て
取
り
組
む
ス
タ
イ
ル
を
と

り
ま
す
。
教
師
は
そ
の
方
法
論
を
一
定

教
え
ま
す
が
、
基
本
的
に
生
徒
達
の
活

動
に
対
し
て
伴
走
す
る
立
場
を
と
り
ま

す
。
年
度
当
初
、
担
当
教
員
に
対
し
て

次
の
よ
う
な
伴
走
支
援
を
し
て
も
ら
う

よ
う
共
有
し
て
い
ま
す
。
①
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー（
教
え
る
）、②
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
（
引
き
出
す
）、
③
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

―
（
一
緒
に
参
加
す
る
）、
④
メ
ン
タ
ー

（
背
中
を
押
す
）。
教
師
は
生
徒
の
取
組

に
対
し
て
、「
さ
す
が
！
」「
知
ら
な
か
っ

た
！
」「
す
ご
い
！
」「
セ
ン
ス
あ
る
！
」

「
そ
う
な
ん
だ
！
」「
も
っ
と
教
え
て
！
」

「
次
ど
う
な
る
の
？
」「
な
ぜ
そ
う
考
え

た
の
？
」
な
ど
の
声
掛
け
を
し
、
共
感

と
受
容
を
し
な
が
ら
考
え
を
引
き
出
し

た
り
要
約
し
た
り
し
て
生
徒
に
気
付
き

を
与
え
計
画
立
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。
テ
ー
マ
設
定
は
自
由
な
の
で
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
生
徒
達
が
立
て
た

テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
テ
ー

マ
例
…
「
郷
土
料
理
を
自
ら
開
発
す
る
」

「
学
校
に
睡
眠
時
間
は
必
要
か
」「
牛
と

共
に
生
き
る
に
は
」「
高
校
生
に
と
っ
て

い
い
朝
食
と
は
」「
須
高
鹿
肉
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」

な
ど
な
ど
。

　

生
徒
達
は
授
業
中
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
、官
民
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
調
べ
、
時
に
は
図
書

館
へ
足
を
運
び
書
籍
や
論
文
か
ら
情
報

を
入
手
し
た
り
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な

ど
で
情
報
を
整
理
し
た
り
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー

ム
ズ
な
ど
を
使
い
、
問
い
を
立
て
た
上

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
生
徒
・
教
職
員
・
地

域
の
方
に
対
し
て
と
り
ま
す
。
中
に
は
、

他
府
県
の
高
校
生
と
つ
な
が
っ
て
、
情

報
を
得
る
生
徒
も
い
ま
す
。
ま
た
、
大

学
や
地
域
の
方
と
つ
な
が
っ
て
、
立
て

た
問
い
を
投
げ
か
け
た
り
、
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
己
の
課
題
解

決
に
向
け
て
テ
ー
マ
を
洗
練
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
自
由
す
ぎ
る
の
で
テ
ー
マ
設

定
自
体
に
困
難
を
覚
え
る
生
徒
も
い
ま

す
が
、
探
究
の
一
番
難
し
い
所
は
テ
ー

マ
設
定
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
は
誰
に
で
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
す
。

学
校
か
ら
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
は
な

く
、
自
ら
立
て
た
テ
ー
マ
を
扱
う
こ
と

は
、
生
徒
達
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
非
常

に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

探
究
は
机
上
の
み
の
活
動
に
な
る
と
、

薄
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

自
身
で
取
材
（
体
験
）
す
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
授
業
中
に
、

取
材
の
計
画
を
立
て
て
、
放
課
後
や
休

日
を
使
っ
て
実
行
す
る
こ
と
で
、
本
や

デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
い
、
自
分
だ
け
の

情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

う
し
た
経
験
値
を
積
む
こ
と
が
受
験
で

も
役
立
ち
ま
す
。
受
験
で
は
探
究
の
成

果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

受
験
の
志
望
理
由
書
や
面
接
で
は
、
経

験
を
も
と
に
話
を
す
る
と
と
て
も
有
効

で
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

影
響
で
す
ぐ
に
答
え
が
出
る
も
の
に
快

楽
を
覚
え
る
傾
向
が
強
い
と
言
い
ま
す
。

探
究
で
は
す
ぐ
に
答
え
が
出
な
い
で
す

が
、
地
道
に
活
動
し
て
い
く
と
大
き
な

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

探
究
活
動
で
は
、
地
域
（
京
丹
波
町
）

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
社
会
や
世
界
と
つ
な

が
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
須
知
高
校
と
京
丹
波
町
と
の
連
携

が
進
み
、
須
知
高
校
の
魅
力
化
に
つ
い

て
町
も
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
令
和
八
年
度
か
ら
は

須
知
高
校
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配

置
さ
れ
、
探
究
支
援
も
し
て
く
だ
さ
る

と
聞
き
ま
す
。地
域
と
つ
な
が
る
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
生
徒
達
の
探
究
が
進
展
し
、
受
験
に

役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
必
要
と
な
っ
て
く
る
学
び
の
基
盤
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

探
究
は
取
組
次
第
で
そ
の
後
の
人
生
も

大
き
く
変
わ
る
く
ら
い
意
義
の
あ
る
学

習
で
す
。

　
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
は
生
徒
を
育

て
、
教
師
を
変
え
、
学
校
を
変
え
る
。

そ
し
て
、
そ
の
姿
が
地
域
へ
と
大
き
く

広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
」
る

の
で
す
（
文
部
科
学
省
『
今
、
求
め
ら

れ
る
力
を
高
め
る
総
合
的
な
探
究
の
時

間
の
展
開
』
令
和
五
年
）。
ま
さ
に
こ
れ

が
探
究
の
醍
醐
味
で
す
。
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史
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役

　

役  
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名名  

簿簿

京
都
産
業
大
学　

文
化
学
部

立
命
館
大
学　

経
営
学
部

京
都
府
立
医
科
大
学　

看
護
学
部

▲１年２組　 ▲３年２組　

▲１年１組　

◀
２
年
１
・
２
・
３
組　

▲３年１組　

▲１年３組　 ▲３年３組　

京都府の国公私立高校生が集う全国高校生マイ
プロジェクトアワード京都府Summit2024で発
表する生徒（2025年１月）於：龍谷大学

フォトニュースフォトニュース

▲須高祭（体育の部）

▲須高祭（文化の部）
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ＥＸＰＯ２０２５大阪・関西万博ＥＸＰＯ２０２５大阪・関西万博


